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研究成果の概要（和文）：未解読楽譜の研究を推進するためには、解読の途中段階の情報を公開するなど，解読プロ
セスを共有する環境作りが必要である。本研究は、古楽譜及び未解読楽譜の研究者をユーザに想定し、解読途上の未解
読楽譜のデータを共有することができるシステムを制作することを目標とした。詞章が縦書きである古楽譜及び未解読
楽譜を対象とし、楽譜に記されている未解読譜字について、認識及び編集ができるシステムの設計を進めた。事例研究
として、長唄正本にみる未解読譜字の定量的分類を試みた。

研究成果の概要（英文）：In order to promote the research of ancient musical notation with undeciphered cod
es, it is necessary to improve the research environment that the researchers can share the information on 
the way of decipherment process such as saving it on share network. This research aims to design database 
system for sharing the information about musical notation with undeciphered codes that is on the way of de
cipherment among researchers as users of ancient musical notation. On the condition of limiting the applic
able notation to ancient musical notation whose character string is columnar writing with and without unde
ciphered symbols, the specification of software that recognizes and edits these symbols in the notation wa
s designed. A quantitative classification of undeciphered symbols seen in Japanese nagauta music original 
texts as a case study was conducted.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 アジアの楽譜は、楽器ごとに記譜法が異な
る。さらに、同一の楽器でも種目や流派ごと
に異なる楽譜が使われる。日本の雅楽、声明、
能楽、三味線楽では、それぞれ 10 種類以上
の現行楽譜が使用されている。現行楽譜のほ
かに、現在は使用されない古楽譜が多数あり、
現行譜と併せると、日中韓には 100 種類以上
の楽譜が存在する。さらに、アジアには、構
造が知られていない古楽譜、構造が明確に規
定されていない古楽譜が数多く存在する。  
 古楽譜を解読し、現実の音符や奏法に対応
付けることができれば、多くの曲を復曲する
ことができる。このため、解読と復曲は、こ
れまで、音楽や舞踊の復曲や復興の試みと密
接に関わってきた。国立劇場小劇場を中心に、
雅楽、声明、琵琶楽、能楽、三味線楽、地歌
箏曲の復曲上演が、年に 4～5 回のペースで
行われ、一般の認知度が高まっている。 
 しかし、解読済みとされる記譜法であって
も複数の解釈が生じることがある。例えば、
日本で解読した琵琶の楽譜の譜字が、リズム
を意味するのか、何らかの特殊奏法を意味す
るのか、日中の音楽学者の間で論争がある。
未解読楽譜の研究は、主に個人ベースで進め
られるため、解読結果の公開に至らない途中
段階の研究が、研究者間に知られることが少
なく、そのことは研究を阻む要因となる。他
方、能楽の譜字の研究を平家琵琶の解読に応
用するなど、他の種目からの類推により譜字
の解読が進められた例もある。まずは、異な
る種目の未解読楽譜を研究者間で比較検討
すること、解読の途中段階の研究を公開する
ことなど、解読を共有する環境作りが必要で
ある。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景を踏まえ、本研究は、古楽譜及
び未解読楽譜の研究者をユーザに想定し、解
読途上の未解読楽譜のデータを共有するこ
とができるシステムを制作することを、研究
の目標に設定した。未解読楽譜の解読作業は、
できるだけ多くの解釈を提示したうえで、可
能性の低い解釈を切り捨てる手順が踏まれ
る。この解読作業の共有のためには、もとの
楽譜データに、可能な限り多くの解釈を書き
込むことができるシステムを設計する必要
がある。また、未解読楽譜には、譜字の意味
が解読されても、演奏方法が特定できないも
のがある。たとえば、譜字の音符属性である、
音高、音価に「ゆらぎ」を加えるか否かは、
楽譜解読の問題であるとともに、現行楽譜に
生じる演奏解釈でもある。よって、未解読楽
譜と現行楽譜を統合的に扱える記述形式及
びソフトウェアを設計する必要がある。 
 
３．研究の方法 
 あらゆる未解読楽譜を総合的に扱うこと
ができるソフトウェアを始めから設計する
ことは困難である。本研究では、詞章が縦書

きである古楽譜及び未解読楽譜を対象とし
た。ソフトウェア設計方針は次の5点である。 
 
(1) 古楽譜及び未解読楽譜の研究者及び演奏

家をユーザとする。  
(2) 楽譜に記されている未解読譜字について、

認識及び記述ができる。 
(3) 楽譜に記されていない情報を付記できる。 
(4) 複数の解釈の入力及び編集ができる。 
(5) 新たな楽譜に対応するように拡張できる。 

 
 古楽譜のオリジナルデータは画像データ
であるため、記されている譜字をそのまま認
識することはできない。本研究では、古楽譜
の譜字を、中心となる文字列である「中心譜
字」と、その周囲の文字や記号である「付帯
譜字」とに分割したうえ、中心譜字が詞章で
ある、雅楽の歌物の譜本、平家琵琶の譜本、
能楽の謡本、長唄及び浄瑠璃の正本などの研
究を想定して、ソフトウェアの設計を進めた。
中心譜字が詞章である場合、付帯譜字は、音
高や音価などの楽譜情報を持っていると考
えられる。そこで付帯譜字が未解読である楽
譜の事例研究も並行して進め、システムに必
要な機能の検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 古楽譜の編集ソフトウェア設計 
 設計したソフトウェアの概要は以下のと
おりである。 
①. 画面構成 
 譜字の構成と配置を編集できるように、方
眼紙状にセル分割された画面を、図 1のよう
に設計した。この画面を「方眼パネル」、方
眼パネルの 1 升を「セル」と呼ぶ。セルは、
中心譜字もしくは詞章を入力する箇所と、付
帯譜字を入力する箇所に分割されている。そ
れぞれの境界線を「譜字枠」と呼ぶ。中心譜
字（詞章）の上下左右に譜字枠を設ける。中
心譜字の周囲 8 箇所に付帯譜字を入力する。  
基本画面は、左画面に楽譜の画像データ、右
画面に方眼パネルの二画面構成である（図 2）。
一画面のみ表示させることもできる。方眼パ
ネルのセル番号を入力、もしくは複数のセル
を選択することにより、二画面の譜字の対応
を表示できる。対応は、変色により表示され
る（図 3）。 
②. 譜字の入力 
 方眼パネルのセルには、中心譜字（詞章）
を直接入力する。他方、付帯譜字の入力には、
次の手順が踏まれる。まず、図 1の「付帯譜
字」を選択すると、図 4のように付帯譜字の
種類を選択する画面が表示される。図 4は平
家琵琶の譜における付帯譜字の種類選択画
面である。なお、付帯譜字の種類は、初期設
定では、文字記号、曲線記号、記号、その他
の 4種類のみであるが、ユーザが任意に追加
することができる。図 4で墨譜を選択した例
が図 5である。この画面には、データベース
にある墨譜の譜字が五十音順に一覧表示さ 



 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 方眼パネル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

図 2 画面構成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 二画面の対応関係 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 方眼パネルにおける譜字の種類選択 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 方眼パネルにおける譜字の選択 

れる。使用頻度順に表示することもできる。
図 5で墨譜をクリックすると、読みと解釈が
表示される。ダブルクリックすると付帯譜字
として入力される。解釈が複数あるときは、
赤色表示される。 
 入力する譜字がデータベースに存在しな
いときには、手書き入力、もしくは既存の譜
字の組み合わせにより、譜字を作成すること
ができる。図 6は手書き入力による譜字作成
例である。作成された譜字に名称（読み）を
付けると、ビットマップデータとしてデータ
ベースに保存される。 
 中心譜字が詞章である古楽譜にも、さまざ
まな書き方がある。それらに対応するため、
本ソフトウェアでは、ユーザが方眼パネルの
形状を変更できるようにした。図 7は、この
変更の例であり、付帯譜字を詞章左側の空欄
に記述する設定である。 
③. 譜字の解釈と分類 
 未解読楽譜の解読研究においては、多くの
解釈を提示したうえで、妥当な解釈を選択し
ていく手順が踏まれる。そのため、譜字に複
数の解釈を書き込み表示させる機能があれ
ば、研究者の利便性が向上する。本ソフトウ
ェアには、オリジナルの楽譜から文字や記号 
 
 

 

 

 

 

 

 

図 6 譜字の作成 

 

 

 

 

 

図 7 方眼パネルとセルの設定 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

図 8 範囲選択 



 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 初期グループの選択画面 

 

 

 

 

 

 図 10 選択手順 1   図 11 選択手順 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 譜字のグループ表示 

 

を範囲選択し、そこに複数の解釈を入力でき
る機能を設けた（図 8）。範囲選択は、譜字、
記号を一つずつ行う他、複数の譜字をまとめ
て行うことができる。範囲選択した譜字や記
号には、有効範囲を指定できる。有効範囲の
指定は、五線譜における調号や臨時記号の♯
♭のような、特定範囲に効力を持つ記号の存
在を考慮している。 
 範囲選択された譜字の分類と編集手順に
ついて述べる。オリジナルの楽譜の画面から
範囲選択すると、初期グループの選択画面が 
表示される（図 9）。ここで、例えば付帯譜字
を選択すると、付帯譜字に属する 3種類の初
期設定のグループ（記号、文字記号、曲線記
号）の選択画面が表示される（図 10）。ここ
で、曲線記号を選択すると、図 11 の画面に
なり、さらにこの画面でどのグループである
かを選択する。図 12 は、平家琵琶の譜にお
いて、曲節＞口説類＞口説を選択した例であ
る。口説は口説類のグループに属し、口説類
は曲節のグループに属する。コンボボックス
❶には、口説の他の曲節のグループが表示さ
れる。❷の口説を選択すると、❸に口説に関

する情報が一覧表示される。この操作の後に、
図 8の画面に移行できる。❸の情報に過不足
があるときには「追加/編集」ボタンをクリ
ックして情報の編集を行う。 
④ その他 
 読みによる譜字検索、メタ情報検索、キー
ワード表示、譜字・譜字枠・解釈枠の表示/
非表示などの機能を設ける。 
 
(2) 古楽譜にみる曲線記号の定量的分類 
 未解読楽譜の譜字情報を共有するための
事例研究として、江戸期の長唄正本にみる胡
麻の定量的研究を試みた。長唄や浄瑠璃の正
本には、詞章の右横に直線及び曲線による記
号が記されていることがある。これらの記号
は胡麻（胡麻点）と呼ばれる。これらの胡麻
は、能の謡本の胡麻符や平家の墨譜と類似し
ているため、音高や音価の変化などの楽譜情
報を持っていた可能性がある。しかし、現在
までにその対応関係は確認されていない。胡
麻のカーブの向きをとりあげても、音高やそ
の変化に対応するのか、拍や声の使い方を示
すのか、複数の解釈が可能である。解釈を特
定できない大きな理由は、同一の胡麻が、曲
目や正本により異なった意味に用いられて
いた可能性があることである。そのことは、
胡麻の形状や書き方が、曲目や正本によりか
なり異なり、書き方にも統一性が見いだせな
いことからわかる。こうした研究状況を踏ま
えるなら、胡麻の研究においては、解読を急
ぐよりも、まずは正本にみられる多数の胡麻
点の形状を整理分類し、それを研究者間で共
有することが先決である。本研究では、胡麻
の分類を以下の 2段階で行った。 
①. 分類指標の検討 
 まず、長唄正本にみられる胡麻から 172 種
を選び出し、ペイントツールを用いてビット
マップデータを作成した。次に、それらを見
た目の形状にもとづいて分類し、それぞれの
胡麻に名称を与えた。172 種の胡麻は、1 本
で胡麻 1つを形成する「単一胡麻」、2本以上
がまとまって胡麻1つを形成する「複合胡麻」、
特殊な形状を持つ「変形胡麻」に分類され、
そこから下位階層として枝状に分類される。
図 13 は単一胡麻の例である。各胡麻の名称
は矢向による。これらは見た目により胡麻を
分類するときの指標となる。 
②. 定量分析にもとづく分類 
 以上の結果を踏まえ、胡麻の定量的分類を
試みた。まず、胡麻の形状を構成する要素を
数値化しその評価を行った。『長唄原本集成』
巻一〜巻十四に現れる胡麻をすべて検討し
スキャンしてデータ化した。胡麻のデータに、 
印刷のスレや他の文字との被りなどが生じ 
 
 
 
 
 

図 13 単一胡麻各種 



面積 変角点の個数 腕１長(mm) 腕１長(pixel) 腕１水平角

腕2長(mm)腕2長(pixel) 腕2水平角 角度変化1 腕3長(mm) 腕3長(pixel) 腕3水平角 角度変化2

93.281

8.45580.541.7052

1.255 59.304 -95.807 -104.3 1.743 82.327 -21.286

鏡開逆澤潟

6737

胡麻 腕１長(mm) 胡麻 傾き

百千鳥娘道成寺 京鹿子娘道成寺道行

0.607 13.66

表 1 胡麻の形状の分析 
 

 
 
 
 
 

表 2 胡麻の腕 1の長と傾き 
 
 
 
 
 
ているものについて、補正を施した。画像解
析ソフト image j を用いて、胡麻の中心を通
るようにラインをとり、各腕の長さ、各腕の
水平軸に対する角度、腕と腕との角度変化、
胡麻の面積を測定した 
（表 1）。以上の測定によ 
り得られたデータをもと 
に正本の胡麻を再検討し、     
胡麻の形状に関する３つ  
の分類基準を提示した。 図 14 胡麻の腕 
1) 最低でも 0.48mm 以上  
から腕とみなす。2) 基準線から±10 度以上
傾いているときに傾きとみなす。それ以下は
基準線の延長とみなす。3)腕と腕とが 29 度
以上変化しているときに角度変化ありとみ
なす。例えば、表 2に示した《百道鳥娘道成
寺》の胡麻の腕 1の 0.607mm は 1)より「腕」
とみなし、《京鹿子娘道成寺道行》の胡麻の
13.66 度は 2)より傾いているとみなす。角度
変化についても同様に判断する。1)、2)、3)
の基準を適用することにより、単一胡麻の形
状を漏れなく記述し分類することができる。
図 15 は、単一胡麻の分類樹形図である。図
15 は、長唄正本に限らず、その他の古楽譜の
単一胡麻にも適用できる。また、2 重胡麻や
3 重胡麻などの複合胡麻も、単一胡麻の組み
合わせとして記述されるため、特殊な形状を
持つ変形胡麻を除いて、同じ分類基準を適用
できる。変形胡麻については、分析は試みた
が、あえて分類は行っていない。 
 また、例えば、（腕 1 の長さ）÷（腕 2 の
長さ）＜0.7 などの基準の設定により、分類 
の精度を高めることもできる。図 16 は、図
13 における凸型胡麻とへの字胡麻を判定す 

 

 

図 16 凸型胡麻とへの字胡麻の判定 
 
る例である。胡麻の分析データをソフトウェ
アに反映させれば、分類樹形図にそって胡麻
の検索を行うほか、提示した数値を用いた検
索機能の設計などの応用が可能である。 
 
(3) 古楽譜研究の実践 
 この他、古楽譜の解読研究として、神楽歌、
能楽、平家の復元を進めるとともに、復元を
行うに際して考えておくべき問題点を検討
した。 
 
(4) 今後の展望 
 本研究は、未解読楽譜の持つ情報を認識・
共有する理論的枠組を検討し、それを可能に
するシステムの実現を進めた。しかし、シス
テム作成についてはまだ研究途上であり、部
分的なプログラム作成を実現できたにすぎ
ない。システムの実用化に向けて、引き続き
研究を進めていく予定である。また、学会な
どでの研究結果の公表についても、未発表部
分を順次発表していきたいと考えている。し
たがって、研究成果についてまだ十分に評価
できる段階ではないが、情報科学の方法を用
いたアジアの古楽譜の研究は、本研究を除い
てはまだ事例が少なく、特に、未解読楽譜に
特化したソフトウェアを設計した事例はま
ったく見られない。システムが完成し実用化
されるならば、日本・アジアの音楽研究に資
するところは大きいと考えている。将来的に
は高度な音楽情報検索への応用などにも取
り組んでいきたい。 
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